
秋の泉ヶ岳 2023.10 

何という名前のものかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① ② ④ ③ 

⑦ ⑥ ⑤ 

⑩ ⑨ ⑧ 

⑬ ⑫ ⑪ 

⑯ ⑮ ⑭ 

写真は、2023.10.17(曇り

時々小雨)に撮影したも

のです。 



①② ダケカンバ(岳樺) 
風雪や寒さに強く、巨木に成長します。秋、黄色に色づきます。樹皮は紙状に剥がれ良く燃えることから、着火剤の代

用として利用されます。標高の高い山岳地帯に生育する樺であることから名付けられました。 
 
③ ツタウルシ(蔦漆) 毒 
ウルシの仲間で、樹液による かぶれの威力はウルシの仲間で最強と言われています。秋、いち早く紅葉して真っ赤に染

めます。ツタに似たウルシであることから名付けられました。 
 
④ ツキヨタケ(月夜茸) 毒 
ブナの枯れ木に重なるように発生し、ヒラタケ、シイタケやムキタケなどと似ているため

誤食され食中毒が多く起きています。柄を縦にさくと黒色のシミがあるのが特徴です。暗闇
で青白く発光することから名付けられました。 
 
⑤ ミヤマガマズミ(深山莢蒾) 食 
果実は、秋に赤く熟し、霜が降りる頃になると、甘くなります。木は、強靭で折れにくい

ことから、道具の柄や輪かんじきの材料に利用されます。ガマズミより標高の高い山地に生
えることから名付けられました。ガマズミの名の由来には諸説ありますが、鎌の柄に用いら
れたことから「ガマ(鎌)」、酸っぱい実をつけるので「ズミ(酸実)」との説があります。 
 
⑥ アオハダ(青膚) 
雌花と雄花は、別々の株に咲きます。秋、葉は黄色に色づき、赤い実は熊の好物です。幹に熊の爪痕が付いているとき

があります。枝や幹を爪で引っ搔くと容易に剥がれて緑色(昔でいう青)をした内皮が現れることから名付けられました。 
 
⑦ ヤマブドウ(山葡萄) 食 
野生のブドウの代表格です。蔓で他のものに絡みつきます。実は生食されますが、ワイン、ジャム、ジュースなどにも

利用されます。名前は、山に生育しているブドウを意味しています。 
 
⑧ ヤマウルシ(山漆) 毒 
秋、他の木々より一足早く、黄色から真っ赤に色づきます。樹液や葉の汁に触れると皮膚がかぶれます。人によっては、

近寄っただけでかぶれることがあります。漆器に利用されるウルシは、中国原産のものです。中国原産のウルシに似てい
て、山に生育していることから名付けられました。 
 
⑨ オオカメノキ(大亀の木)(ムシカリ) 
亀の甲羅のような大きな丸い葉、夏から秋にかけて実る赤い果実は、柄まで赤いのでよく目立ちます。紅葉も美しい。

大きな葉を亀の甲羅に見立てたのが名前の由来です。ハムシの一種が葉の葉脈だけ残して葉脈標本のように食べてしまう
ことが多いことから、「虫食われ」が転訛し、ムシカリとも呼ばれます。 
 
⑩ ゴヨウツツジ(五葉躑躅)(シロヤシオ(白八汐)) 
ゴヨウツツジは、葉が枝の先に5枚輪生状につくための名です。また、花が白いのでシロヤシオとも呼

ばれます。愛子内親王のお印としてゴヨウツツジの花が用いられています。 
八汐(やしお)は、布を幾度も染め汁に浸して濃く染めること。また、その染めた布のことです。 

 
⑪ サラサドウダン(更紗灯台) 
花の模様を｢更紗染め｣に、葉柄や花柄の分岐の仕方を｢灯台｣に見立てた名前です。｢灯台｣は港にある

ものではなく、室内用照明器具である結灯台(むすびとうだい)のことです。 
 
⑫ ハナヒリノキ(鼻嚏木) 毒 
全体が有毒で、誤って口にすると吐き気や心臓麻痺を引き起こします。かつてはこの葉の粉を害虫防除に用いました。

「ハナヒリ(鼻嚏)」とはクシャミのことで、この粉を誤って鼻に入れるとクシャミが出ることからハナヒリノキとな付け
られました。 
 
⑬ コメツツジ(米躑躅) 
秋は、葉が赤く色づきます。葉には春に伸びる春葉と、夏に伸びる夏葉があり、夏葉の一部が越冬します。初夏にでき

る蕾を米粒に見立てて名付けられました。 
 
⑭ ウリハダカエデ(瓜膚) 
若い木の樹皮が真桑瓜(まくわうり)のような縞模様になるため名付けられました。紅葉は、

明るめの赤や黄色で、葉が大きいぶん目を惹きます。 
 
⑮ サラシナショウマ(晒菜升麻) 
夏から秋にかけて、白い小花を穂のように咲かせます。芽生えの柔らかい葉を煮て水に晒(さ

ら)して食べたところから名付けられました。 
 
⑯ イボタノキ(水蝋の木) 
枝に寄生するイボタロウカイガラムシの雄が分泌する白蝋を、疣贅(いぼ)取りに用いたことから名付けられました。ま

た、白蝋を戸に塗ると滑りが良くなります。 
 


